
眞鍋  志郎  氏 [株式会社サンビニール]
経営指針書で自立型企業宣言！

中
小
企
業
が
変
わ
れ
ば
社
会
は
変
わ
る

〜
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
創
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
〜
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特集

21世紀型
自立型
企業づくり

よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。

月号

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！
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Message 福岡同友会へ
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2018年度 中小企業憲章・条例推進月間学習会

～ 地 域 と 共 に 歩 む 中 小 企 業 ～

2010年6月に中小企業憲章が制定されて８年。福岡県及び各市町村でも、中小企
業振興基本条例が制定され、条例に基づき施策が実施され始めました。今回は、メ
ディアからも注目されている株式会社浜野製作所の浜野さんに、墨田区で行政､大
学、金融機関、そして小学生から大人まで地域の人々を自然と巻き込み、仕事をつく
り人を育て、ものづくりの魅力を発信されている体験を報告していただきます。世界
から若者が来たくなる企業、地域を活性化させる企業として、未来に向けて自社をど
う変革させるか、共に考えてみましょう。

参加費無料

日時

会場

報告者

2018年 月 日
火6

開会 14：30 ／閉会 18：00
終了後、懇親会（懇親会参加費 約4,000円）

株式会社 浜野製作所 代表取締役 浜野  慶一 氏

福岡県中小企業振興センター
2階202会議室
福岡市博多区吉塚本町9-15
☎092-622-0011

浜野  慶一 氏

㈱浜野製作所
代表取締役

〈東京同友会  会員〉下 町 町 工 場 の 挑 戦 ！ 聖
しょうふくじ

福寺は臨済宗妙心寺派の寺院です。建久6年
（1195年 ）に将軍源頼朝公よりこの地を賜り、
栄
ようさいぜんじ

西禅師を開山として創建された日本最初の禅寺
です。山号を安国山とし、寺号を聖

しょうふくしじんぜんじ
福至仁禅寺と称

します。後鳥羽上皇より、日本で最初の禅寺である
事を意する「扶

ふそうさいしょぜんくつ
桑最初禅窟」の号を賜わり、室町時

代には、五
ござんじゅさつ

山十刹制度の十刹第三位（後に第二位）
に序させられました。境内は国の史跡に指定されて
いて、現存する主要建造物は江戸期に再建された
ものです。

聖福寺 山門　撮影・文／㈱ココスイメージ   富谷  正弘（玄海支部）　　

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ
ましては、日頃より福岡県内中小企業の振興・発展
のためにご尽力されておられることに深く敬意を表す
るとともに、国の中小企業施策実施機関として深く感
謝を申し上げます。
　さて、中小企業数は直近の５年間で４０万社減少
しており、しかも、経営者の高齢化、後継者の不在
等、事業承継問題を抱える中小企業が増えています。

独立行政法人中小企業基盤整備機構
九州本部  本部長

山
やまぢ

地  禎
よしひこ

比古 氏

【今月の表紙】

加えて、中小企業の生産性（従業員１人当たり付加
価値額）は伸び悩み、大企業との格差は拡大しており、
また、人手不足感も年々強まっています。
　一方で、福岡県は、自動車産業や半導体産業等先
進的なものづくりが盛んであり、また、食品産業や観
光産業も発展しているなど、地域としてのポテンシャル
は高く、中小企業の成長発展の可能性を秘めています。
こうした中、「よい会社」「よい経営者」「よい経営環境」
づくりを目指し活動されている一般社団法人福岡県中
小企業家同友会の役割は益々重要になっていくと思わ
れます。
　当中小機構におきましても、中小企業の生産性の
向上が図られるよう、新商品・新サービス開発や大
都市・海外への販路開拓など売上拡大に資する支援、
ＩＴ活用、人材育成など効率化に資する支援を引き
続き行ってまいります。
　一般社団法人福岡県中小企業家同友会の皆様方
には、１社でも多くの中小企業が成長発展できるよう、
今後ともご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。

　

同
友
会
は
「
同
じ
友
の
会
」
つ
ま

り
み
な
平
等
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
三

役
と
も
な
る
と
、
や
は
り
支
部
を
ま

と
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

眞
鍋
さ
ん
は
支
部
全
体
を
見
て
お

り
、
支
部
の
ま
と
め
役
で
、
ま
さ
に
『
縁

の
下
の
力
持
ち
』。
役
員
は
も
ち
ろ
ん

会
員
さ
ん
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
一
滴
も
お
酒
を
飲
ま

ず
、
わ
が
ま
ま
な
（
？
）
会
員
さ
ん

お
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

株式会社きねや　
代表取締役
明石　勝善（東支部支部長）

株式会社
サンビニール

眞鍋 志郎 氏
代表取締役

 （東支部）

本誌ｐ7掲載

SCAN！！

表紙の写真に
スマホやタブレットをかざすと

AR動画が見れます！
❶ARアプリ「COCOAR２」を
スマホやタブレット端末にダウ
ンロード（無料）

❷「COCOAR２」を起動し、表
紙をスキャンし、読み込んでみま
しょう。認識すると自動でコンテ
ンツが流れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

「
困
っ
た
と
き
は
眞
鍋
さ
ん
‼
」

東
支
部
の
相
談
窓
口
１
１
０
番
な
の

で
す
。

　

頼
り
に
し
て
ま
す
！
眞
鍋
さ
ん
‼

東
支
部
の

相
談
窓
口
１
１
０
番
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ゆ
あ
し
っ
ぷ
の
取
り
組
む

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

01

social
　   business

委員会メンバー

理
事
長　

桑
原 

由
美
子 

（
西
支
部
）

ソーシャルビジネス委員会紹介

委員長

副委員長

地方都市型まちづくり部会

まちづくりビジネス本部長

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
は

2
0
1
1
年
に
発
足
し
、
活
動
8
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
自
社
事
業
で
社
会
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
と
も
に
豊
か
に

き
ら
め
く
企
業
を
目
指
し
学
ん
で
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
全
国
で
も
稀
な
委
員
会
活

動
で
あ
り
、
現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
社
会
課

題
解
決
事
業
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、

経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
企
業

を
よ
り
強
く
持
続
的
な
も
の
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
課
題
を
解
決
で
き
る
企
業
は
、
市

民
や
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
売
上
規
模
に
か
か
わ
ら
ず

高
い
利
益
が
出
せ
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持

続
的
）
で
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

経
営
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、そ

の
よ
う
な
企
業
が
利
益
を
生
み
出
せ
ば
、

必
然
的
に
社
会
課
題
解
決
へ
の
再
投
資
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
雇
用
を
生
み
、
経

済
を
動
か
し
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
い
ず

れ
大
き
な
社
会
を
動
か
し
ま
す
。
当
然
、

そ
の
よ
う
な
企
業
は
市
民
の
支
持
を
受
け
、

よ
り
強
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

N
P
O
法
人
発
達
障
が
い
者
就
労
支
援
ゆ
あ
し
っ
ぷ

大串公認会計士・税理士事務所 

株式会社OZ Company 

株式会社カンカングループ 

吉原住宅有限会社 

NPO法人発達障がい者就労支援ゆあしっぷ 

有限会社 吉浦ビル 

合同会社H&A brothers 

新副委員長

　
残
念
な
が
ら
、
社
会
課
題
が
な
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
そ
れ

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
る
能
力
を
獲
得

す
れ
ば
、
社
会
が
変
化
し
て
も
新
た
な
事

業
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
然
に
理
念
本
位
の
経
営
で
あ
り
、
同

友
会
企
業
こ
そ
主
役
で
す
。
し
か
も
同
友

会
だ
か
ら
こ
そ
地
域
を
越
え
た
協
働
事
業

も
始
ま
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
ま

ち
で
起
こ
っ
た
問
題
は
全
国
ど
こ
か
の
ま

ち
の
共
通
の
問
題
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
未
知
の
可
能
性
を
持
っ
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
私
た
ち
の
委
員

会
で
学
び
実
践
し
、
成
功
事
例
を
積
み
重

ね
る
仲
間
が
続
々
と
増
え
て
い
ま
す
。
ま

だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
「
日
本
の
中
小
企

業
版
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
理
論
」

を
一
緒
に
委
員
会
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　
そ
れ
で
は
、
３
名
の
新
副
委
員
長
に
各

社
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
す
。

　

最
近
、「
発
達
障
が
い
」
に
つ
い
て
メ
デ

ィ
ア
等
で
も
度
々
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
認
知
度
も
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
企
業
の

方
か
ら
も
「
発
達
障
が
い
」
に
関
す
る
質

問
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
身
近
な
こ
と

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
私
た
ち
「
ゆ
あ
し
っ
ぷ
」
は
、
発

達
障
が
い
者
が
社
会
に
参
画
し
て
企
業
の

戦
力
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
活
動
内
容
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。）

　

左
図
の
他
に
昨
年
度
は
、
東
京
大
学
先

大串　和義

小津　智一

冨山 　博史

吉原　勝己

（ 南 支 部 ）

（ 糸島支部 ）

（大牟田支部）

（ 南 支 部 ）

桑原由美子

吉浦　隆紀

半田　啓祐

（ 西 支 部 ）

（ 南 支 部 ）

（久留米支部）

所  長

代表取締役

代表取締役

理 事 長

代表取締役

執 行 社 員

代表取締役副社長

社
会
に
寄
り
添
う

新
し
い
事
業

全
国
の
仲
間
と
と
も
に

継
続
し
合
え
る

端
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い

る「
超
短
時
間
雇
用
」の
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。
発
達
障
が
い
者
の
中
に
は
、過
敏
さ

等
の
特
性
の
た
め
に
長
時
間
働
く
こ
と
が

難
し
い
方
が
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

子
育
て
中
の
母
親
や
家
族
の
介
護
で
長
時

間
働
け
な
い
方
、
高
齢
者
等
に
と
っ
て
も

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
折
、
働
き
手
が
少
な
く
な

る
中
、
多
様
な
働
き
方
の
一
つ
と
し
て
福

岡
に
も
導
入
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中小企業が変われば
社会は変わる
これからの時代を創

るソーシャルビジネ
ス

発達障がい者自身の
スキルアップ講座

１
●ビジネスマナー ●PC
●清掃 ●自己理解 等

●当事者 ●保護者 ●企業 
●学校関係

発達障がい者
自立支援セミナー

2

相談 等3

● 月1回専門家を招きセミ
ナーを実施（発達障がいに
ついての理解、関わり方など）

●当事者・保護者のための
　集い場（福岡県の事業）

（理解を広げる活動）

ゆあしっぷの活動内容

中央が大串和義委員長

左から小津智一氏、冨山博史氏、吉原勝己氏

ソーシャルビジネス委
員会例会の様子

5 4



業
界
の
パ
イ
は
縮
小

　
「
バ
ッ
グ
、
腕
章
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
付
き
ケ
ー

ス
な
ど
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
加
工
や
一
部
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
始
め
た
の
は
、
㈱
サ
ン
ビ
ニ
ー
ル
代
表
取

締
役
の
眞
鍋
志
郎
さ
ん
で
す
。
昭
和
54
年
に

父
親
の
良
二
さ
ん
が
創
立
し
ま
し
た
。

　
「
印
刷
業
者
と
コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
」
と
話
す
だ
け
あ
っ
て
工
場
内
で
は
手
帳

カ
バ
ー
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
見
覚
え
の
あ
る

預
金
通
帳
入
れ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
パ
ス
カ

ー
ド
入
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
大
手
印
刷

会
社
か
ら
テ
ー
マ
を
も
ら
い
、
自
社
の
技
術

を
活
か
し
て
製
品
に
し
て
い
く
受
注
生
産
が

メ
イ
ン
の
仕
事
で
す
。

　

眞
鍋
さ
ん
は
昭
和
41
年
生
ま
れ
、
学
校
を

卒
業
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
商
社
に
勤
め
『
他

人
の
釜
の
飯
』
を
食
べ
ま
し
た
。
営
業
を
担

当
し
て
、
実
家
と
同
じ
よ
う
な
会
社
を
訪
問

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
７
年
ほ
ど
勤
務

し
、
昭
和
60
年
に
サ
ン
ビ
ニ
ー
ル
に
入
社
し

ま
す
。「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
世
の
流
れ

で
、
こ
の
頃
が
一
番
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
、
眞
鍋
さ
ん
は
40
才
で
二
代
目

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
父
親
は
工
場
長
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
回
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
紙
に
付
随
す
る
仕
事
が
多
く
、
世

間
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
向
か
っ
て
い
く
中
で
、

小
ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
で
は
解
消
し
て
い

02

03

代
表
取
締
役　

吉
浦 

隆
紀 

（
南
支
部
）

執
行
社
員　

半
田 

啓
祐 

（
久
留
米
支
部
）

有
限
会
社 
吉
浦
ビ
ル

合
同
会
社
H
&
A
 b
r
o
t
h
e
r
s

　

祖
父
か
ら
急
き
ょ
継
い
だ
「
吉
浦
ビ
ル
」

は
、
天
神
よ
り
バ
ス
で
40
分
離
れ
た
築
古

マ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。
建
物
は
、
6
階
建

（
築
45
年
、
30
戸)

と
3
階
建
（
築
42
年
、

10
戸
）
の
2
棟
が
あ
り
ま
す
。
元
々
耕
作

し
て
い
た
農
地
に
祖
父
が
相
続
対
策
で
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
た
の
が
会
社
の
始

ま
り
で
し
た
。
６
年
前
、
私
が
そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
引
き
継
い
だ
時
の
状
況
は
、「
空

室
率
20
％
、
滞
納
金
1
0
0
0
万
、
高
齢

化
率
50
％
」
で
、
収
益
性
も
落
ち
、
改
修

す
る
に
も
た
め
ら
う
程
の
状
態
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再

生
を
決
意
し
ま
し
た
。
取
り
組
む
に
あ
た

り
ま
ず
考
え
た
の
は
、
一
般
的
な
原
状
回

復
は
行
わ
ず
、
時
代
と
共
に
ニ
ー
ズ
が
合

わ
な
く
な
っ
た
部
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
、
合
同
会
社
H
&
A
 

b
r
o
t
h
e
r
s
は
、
久
留
米
市
内
で

不
動
産
管
理
事
業
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
空
室
対
策
か
ら
始
ま
っ
た
不

動
産
管
理
事
業
は
、
現
在
、
人
の
つ
な
が

り
を
生
み
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
軸
と
な
り
、
管
理
物
件
で
は
入
居

者
同
士
の
つ
な
が
り
、
入
居
者
と
近
隣
住

人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
人
同
士
の
つ

な
が
り
を
日
々
育
ん
で
い
ま
す
。

　

遊
休
不
動
産
や
老
朽
物
件
の
再
生
・
活

用
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
る
こ

と
に
よ
り
、
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
ま

で
繋
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

型
の
新
し
い
不
動
産
管
理
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

事
業
承
継
か
ら
の

〝
Re
〟
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

空
き
家
対
策
に
つ
な
が
る

賃
貸
管
理
業

　

郊
外
に
あ
る
吉
浦
ビ
ル
で
は
、
流
行
り

デ
ザ
イ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
さ
え
差

別
化
が
難
し
い
と
考
え
た
た
め
、
設
備
一

新
を
理
由
に
部
屋
を
丸
ご
と
ス
ケ
ル
ト
ン

へ
。
そ
の
状
態
で
入
居
募
集
を
か
け
、「
入

居
者
自
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
改
修
し
、
好
き
な
間

取
り
の
部
屋
に
住
め
る
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
入
居
者
募
集
を
し
ま
し
た
。
こ
の

〝
０
（
ゼ
ロ
）〟
か
ら
部
屋
を
作
り
た
い
と

思
う
入
居
者
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
層
が
多
く
、

今
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
半
分
で
あ
る
20
部

屋
が
、
都
心
か
ら
移
り
住
ん
だ
20
～
30
代

で
満
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
5
年
間
の
再
生
の
取
り
組
み
は
、

ど
ん
な
場
所
や
築
年
数
で
も
、
自
分
に
と

っ
て
魅
力
と
感
じ
れ
ば
人
は
住
む
場
所
を

変
え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

物
件
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
展
開
は
、
同
じ

よ
う
に
久
留
米
市
内
の
他
エ
リ
ア
で
活
動

し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
キ
ー
マ

ン
た
ち
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
ま
ち
の
課
題

を
共
有
し
つ
つ
連
携
し
、
と
も
に
ま
ち
の

未
来
像
を
描
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
つ
な
が
り
の
中
か

ら
数
名
の
メ
ン
バ
ー
で
久
留
米
移
住
計
画

と
い
う
移
住
定
住
を
支
援
す
る
団
体
を
立

ち
上
げ
、
継
続
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
市
の
事
業
（
お
試
し
居
住
体

験
等
）
を
受
託
し
、
滞
在
先
と
し
て
管
理

す
る
物
件
で
移
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

人
口
減
、
空
家
増
の
社
会
課
題
に
関
わ

る
分
野
へ
事
業
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

㈱サンビニール
49

地下鉄七隈線
地下鉄七隈線

福岡都市高速環状線

野芥

地下鉄 野芥駅

263

野芥郵便局野芥郵便局

株
式
会
社
サ
ン
ビ
ニ
ー
ル

眞ま
な
べ鍋  

志し
ろ
う郎 

氏

東
支
部

代
表
取
締
役

同
友
会
に
入
会
し
、
す
ぐ
に
経
営
指
針
書
を
作
成
し
て
み
た
も
の
の
、

な
か
な
か
社
内
に
浸
透
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
友
会
活
動
を
続
け

る
中
で
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
が
訪
れ
た
の
で
し
た
。

株式会社サンビニール
1979年9月
福岡市早良区野芥3-14-9
092-871-7188
15名（うちパート12名）
塩ビ製品・ポリ製品・PP製品
の製造販売。
カバー・事務用品・ファイル等

創 業
住 所
電 話
従業員数
事業概要

取扱品目

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

21 世紀型 自立型企業づくり

経
営
指
針
書
で

自
立
型
企
業
宣
言
！　

～
自
分
の
言
葉
で
理
念
作
成
～
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ま
す
が
、
塩
ビ
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す

る
と
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
業
界
自
体
の
パ
イ
は
縮
小
し
て
い
ま

す
」
と
眞
鍋
さ
ん
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い

ま
し
た
。

  

経
営
理
念
は
作
っ
て
み
た
け
れ
ど

　

眞
鍋
さ
ん
は
危
機
突
破
の
た
め
、
会
社
が

一
丸
と
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
取
引
先
の
エ

ス
エ
ス
産
業
㈱
の
西
藤
興
治
さ
ん
（
東
支
部

所
属
）
か
ら
同
友
会
に
誘
わ
れ
ま
す
。「
活
気

に
あ
ふ
れ
た
会
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
私
は
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
な
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
克
服
で
き
る

か
な
と
思
い
、
即
入
会
し
ま
し
た
」。
平
成
22

年
の
こ
と
で
す
。

　

同
友
会
は
経
営
指
針
書
作
成
が
最
も
特
徴

的
な
活
動
だ
と
知
り
、
自
身
も
あ
す
な
ろ
塾

（
経
営
指
針
作
成
の
入
門
編
・
理
念
の
作
成
）

を
受
講
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議
の
際
に

「
あ
な
た
は
な
ぜ
働
い
て
い
る
の
で
す
か
。
な

ぜ
社
長
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
い
う
問

い
に
何
も
答
え
ら
れ
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。

苦
し
ま
ぎ
れ
に
「
食
べ
て
い
く
た
め
で
す
か

ね
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
「
そ
れ
な
ら
従
業
員

で
も
で
き
ま
す
よ
ね
」
と
返
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
社
長
と
し
て
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン

が
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で

し
た
。
会
員
の
指
導
や
協
力
を
得
な
が
ら
頭

の
片
隅
に
あ
る
も
の
を
理
念
と
し
て
何
と
か

言
葉
に
表
し
て
み
ま
し
た
。

　
『
私
た
ち
は
人
の
和
を
大
切
に
し
ま
す
』

　

さ
ら
に
経
営
指
針
作
成
セ
ミ
ナ
ー
（
２
泊

３
日
）も
受
講
し
、
経
営
指
針
書
も
作
成
し
ま

し
た
。「
経
営
指
針
書
を
作
っ
て
は
み
た
も
の

の
、
自
社
に
落
と
し
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕

事
は
相
変
わ
ら
ず
大
手
企
業
か
ら
の
受
注
生

産
を
し
て
い
ま
す
。
重
要
性
は
十
分
に
認
識

し
て
い
た
の
で
す
が
…
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

眞
鍋
さ
ん
は
そ
の
誠
実
さ
か
ら
東
支
部
で

は
役
を
う
け
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
役
員
研
修

大
学
担
当
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
そ
し
て
副
支
部

長
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
友
会
の
学
び
を
ど
う
自
社
で
実
践
し
て

い
く
か
悩
み
な
が
ら
、
７
年
の
日
々
が
過
ぎ

ま
し
た
。

  

タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト

　

そ
う
し
て
迎
え
た
平
成
29
年
の
東
支
部
７

月
例
会
、
報
告
者
は
中
島
克
海
さ
ん
（（
㈱
グ

ッ
ド
・
サ
ポ
ー
ト
・
福
友
支
部
所
属
）
で
す
。

　

中
島
さ
ん
は
業
績
が
順
調
に
推
移
す
る
中
、

思
わ
ず
テ
ン
グ

4

4

4

に
な
っ
て
し
ま
い
、
会
社
の

役
員
か
ら
突
き
上
げ
を
食
ら
っ
て
し
ま
い
ピ

ン
チ
を
招
き
ま
す
。
そ
こ
で
改
め
で
理
念
を

見
つ
め
直
す
の
で
し
た
。
役
に
立
つ
こ
と
を

喜
び
合
え
る
『
S
T
A
F
F
大
歓
喜
企
業
』。

す
べ
て
の
行
動
は
こ
の
『
理
念
』
に
か
な
っ

て
い
る
か
が
判
断
基
準
で
す
。
社
員
の
行
動

は
直
前
に
起
き
た
九
州
北
部
豪
雨
で
も
活
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

眞
鍋
さ
ん
は
こ
の
報
告
に
大
い
に
共
感
を

得
ま
し
た
。
そ
し
て
続
い
て
行
わ
れ
た
グ
ル

ー
プ
討
議
。
北
村
陽
一
郎
さ
ん
（
㈱
井
尻
ガ

ス
）
の
会
社
の
行
動
理
念
『
あ
り
が
と
う
と

言
っ
て
も
ら
え
る
行
動
を
す
る
』
に
目
か
ら

ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
思
い
が
し
ま
し
た
。「
じ
つ

に
わ
か
り
や
す
い
！
」
理
念
は
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
理
解
で
き
共
有
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
気
づ
い
た
瞬
間
で
し
た
。　

  

経
営
指
針
書
、
再
び

　
「
自
分
の
中
で
蓄
積
し
た
学
び
を
い
ま
一
度

集
結
さ
せ
て
改
め
て
経
営
指
針
書
を
作
成
し

よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
私
の
７
年
間
の
同

友
会
活
動
は
無
駄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

約
３
カ
月
を
費
や
し
て
、
次
の
よ
う
な
経
営

理
念
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
『
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る
行
動
を

す
る
』

　

こ
れ
は
十
分
に
眞
鍋
さ
ん
自
身
の
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
内
で
お
客
様

か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
飛
び
交
え

ば
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
る
と
の
確
信
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
人
材
理
念
、
商
品
・
業
務
プ

ロ
セ
ス
理
念
、
財
務
理
念
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
特
筆
す
べ
き
は
『
自
社
製
品
を
開

発
し
、
加
工
屋
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
転
身
』

と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
社
の
強
み

は
、
モ
ノ
づ
く
り
。
そ
れ
も
加
工
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
携
え
て
い
る
こ
と
。
塩
ビ
の

持
つ
奥
深
い
可
能
性
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

大
手
企
業
と
の
付
き
合
い
は
、
生
産
量
の
安

定
や
ス
キ
ル
・
情
報
・
ア
イ
デ
ア
を
得
ら
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
受
け

身
な
の
で
価
格
決
定
権
が
な
く
、
納
期
や
支

払
条
件
な
ど
厳
し
い
条
件
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

自
社
商
品
開
発
と
な
れ
ば
、
価
格
決
定
権

を
有
し
、
利
益
の
確
保
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
新
し
い
販
路
を
開

拓
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
販
売
促
進
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
４
Ｐ

（Product

・Price

・Place

・Produce

）
の

戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
「
自
社
製
品
開
発
は
、
あ
ま
り
手
を
広
げ
ず

に
、
塩
ビ
と
い
う
わ
が
社
の
強
み
を
活
か
す

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
社
内
で
の
提
案
や
営
業
か
ら
の
情
報
収

集
か
ら
始
め
ま
す
」
と
眞
鍋
さ
ん
ら
し
く
手

堅
く
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
に
社
内
で
経
営
指
針
書
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
背
水
の
陣

を
敷
き
、
本
気
度
を
ス
タ
ッ
フ
の
前
に
示
し

た
の
で
し
た
。

  

社
内
で
の
変
化

　

社
内
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
社

長
と
工
場
長
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ス
タ
ッ
フ

だ
け
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
営
業
会
議
、
社
長

と
ス
タ
ッ
フ
と
の
個
人
面
談
な
ど
を
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
落
と
し
込
ん
で
開
催
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

商
品
・
業
務
プ
ロ
セ
ス
理
念
の
中
に
は
『
品

質
第
一
』
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。「
最
近
ス
タ

ッ
フ
か
ら
『
品
質
第
一
と
い
う
け
れ
ど
こ
れ

で
い
い
で
し
ょ
う
か
』
と
聞
い
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
小
さ
い
こ
と
で
す
が
進
歩
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
眞
鍋
さ
ん
は
目

を
細
め
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
自
発
的

な
発
言
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

  

自
社
の
目
標
に
向
か
っ
て

　

取
材
の
最
後
に
眞
鍋
さ
ん
が
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
目
標
・
目
的
に
向
か
っ
て
み
ん
な
が
取
り

組
ん
で
、
協
力
し
て
い
く
会
社
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ウ
チ
は
『
メ
ー
カ
ー
』
と
い
う

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
ま
動
き
出
し
た

ば
か
り
で
す
」

　

人
材
理
念
の
中
に
『
誠
実
心
』
と
い
う
文

言
を
見
出
し
ま
し
た
。「
常
に
真
面
目
に
人

と
向
き
合
い
、
人
を
敬
う
心
を
養
う
」
と
続

い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
人
間
・
眞
鍋
志
郎
を

表
す
言
葉
で
す
。「
私
に
は
こ
れ
し
か
取
り
柄

が
な
い
ん
で
…
…
」
と
照
れ
笑
い
す
る
眞
鍋

さ
ん
で
し
た
。

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

9

21 世紀型 自立型企業づくり

あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る
行
動
を
す
る

そ
し
て
、『
品
質
第
一
』を
掲
げ
て

品
質
の
向
上
で
信
用
・
信
頼
に
繋
げ
る

経営指針書で自立型企業宣言！

社内に掲げられた理念

品質第一を心がけた丁寧な作業
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Welcome!  Freshman!

２０１7年度 第12回理事会議事録（一部抜粋）

協議事項

報告事項

組織の機能と役割の見直しについて

青年支部フレンドシップフェスティバル開催報告

会員企業の動きなど

５1名（出席率８3.6％）
貞池　龍彦（副代表理事）

出席
議長

２０１8年4月18日（水）14時30分～17時40分
福岡県中小企業振興センター 202会議室

日時
会場

福岡フレンドシップフェスティバル２０１８
実行委員長　藤島修平

経営革新計画承認企業
　　

㈲渡辺鉄工　阿比留　恭之 氏（のおがた支部）
〈テーマ〉仕上げ工程の機械化による作業性改善
　　　 および生産付加価値の向上
※累計で福岡県全体では5,785件、会員企業は延べ423件

表彰など
公益社団法人日本農業法人協会　
農業経営（体）における女性の積極的な参画表彰
全国42選

福岡県福祉労働部労働局労働政策課作成
「働き方改革のためのガイドブック」の企業紹介
（１０社中、５社　会員企業掲載）

経営者顕彰財団（理事長：久保田勇夫 西日本シティ銀行会長）
経営者賞

e.doyuの文書管理（理事会報告-2017年度）に
アップしています。
会員の方は全て閲覧できます。

理事会報告
全         文

青年支部長よりフレンドシップフェスティバルの開催報告が
あった。「当日は会員をはじめたくさんの参加があった。また、
作業所からもこれまでにないくらいの売り上げがあったという
声をいただいた。たくさんの方の協力があって盛会となった
ことをお礼申し上げたい。」

1

2

1

2018年3月（県102件／うち同友会会員・企業1件）

代表理事より提案された。前回理事会で出た意見をまとめ、正副で議論した内容を反映させた。
第56回定期総会にて報告し、2019年4月より実施することとした。

㈱OZ Company　小津　智一 氏（糸島支部）
「全社員がリーダーとなりチームワークを構築」
計測検査㈱　   坂本　敏弘 氏（北九州支部）

「社員の健康と家族を大切に。『生涯働きたい』風土の醸成を」
㈱コスモス　　  渡辺　年紹 氏（南支部）

「定着率も業績も伸長させた社員本位の営業スタイル」
拓新産業㈱　　藤河　次宏 氏（南支部）

「20年前からの職場改善で優秀な人材確保と業績アップ」
宮田織物㈱　　吉開 ひとみ 氏（福友支部）

「長く働ける環境を整え、ものづくりの技術を伝承」
岩田産業グループホールディングス　
会長兼社長  岩田　陽男 氏（東支部）

㈱カラーリングファーム　楢原　憲一 氏（りょうちく支部）

　今年も皆様の多大なるご協力で開催することができました。
25回目の福岡フレンドシップフェスティバルは、福岡市民・県民
と福岡で活動している支援事業所をもっと知ってもらうために

「我々青年支部が架け橋となろう！」と、取り組んでまいりました。
　支援事業所の方々との触れ合いを大事にすることを第一に
考え、このイベントを行いました。毎年、改善点が出ますが、改善
をするたびに少しずつ事業所の方と触れ合えるようになり、事
業所の方々からもお礼の言葉をいただけるようになりました。そ
のお礼の言葉を大事に、これからももっともっとみんなで意見を
出し合い、すばらしいフレンドシップフェスティバルを作り続け
たいと思います。
　当日は会員さんやご家族の方々をはじめ、多くの来場者に恵
まれ、大変充実した日を過ごさせていただきました。参加してく
ださいました24の支援事業所の皆様、ステージに出演してくだ
さいました皆様、本当にありがとうございました。そして、後援を
していただきました、福岡市保健福祉局障がい者部障がい者施
設支援課様ありがとうございました。
　また、各支部の例会にて会務報告をさせていただき、多くの
方から前売りチケットをご購入いただきました。誠にありがとう

ございました。我々青年支部は、同友会が目指す「地域にねざす
同友会」の活動の一つの形として今後ともフレンドシップフェス
ティバルを開催していきます。

福岡フレンドシップフェスティバル2018を終えて 御礼

社員と共に育つ、
『人間尊重の企業づくり』を
目指して！！

　
2
0
1
8
年
4
月
に
新
入
社
員
合
同
入
社
式
と
新
入
社
員
合
宿
研
修
を
共

同
求
人
委
員
会
主
催
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
2
日（
月
）に
開
催
さ
れ
た
合
同
入
社
式
で
は
、
は
じ
め
に
田
浦
代
表
理
事

（
㈱
シ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
）
か
ら
、「
輝
か
し
く
豊
か
な
人
生
に
し
て
ほ
し
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
有
田
電
器
情
報
シ
ス

テ
ム
㈱
の
有
田
社
長
か
ら
、「
失
敗
は
取
り
戻
せ
る
が
、
時
間
は
取
り
戻
せ
な

い
」
と
、〝
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
〟の
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
辞
令
交
付
や
、
先
輩
社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
新
入

社
員
に
よ
る
社
会
人
宣
言
が
行
わ
れ
、
42
社
90
名
の
新
入
社
員
が
社
会
人
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
5
日（
木
）～
6
日（
金
）に
は
、
新
入
社
員
合
宿
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
信
頼
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
32
社
63
名
の
新
入
社
員
が
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、

信
頼
を
得
る
た
め
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
に
お
い
て
は
、
講
師
か
ら
答
え
を
教
え
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
討
論
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
、〝
新
入
社
員
の
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
〟を
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
別
企
画
と
し
て
、
経
営
者
か
ら
新
入
社
員
へ
「
自
身
（
経
営
者
）
が
信
頼

さ
れ
る
た
め
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
話
す
時
間
も
あ
り
、
新
入
社
員
に

と
っ
て
は
、
他
社
の
社
長
が
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
の
最
後
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、
経
営
者
か
ら
新
入
社
員

へ
歓
迎
の
言
葉
や
期
待
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
涙

す
る
新
入
社
員
も
い
る
な
ど
感
動
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
友
会
の
研
修
の
特
徴
は
「
共
に
育
つ
」
で
す
。
新
入
社
員
と
経
営
者
が

同
じ
時
間
を
過
ご
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
会
社
で
実
践
す
る
こ
と
で
、「
社
員
と

共
に
育
つ
、『
人
間
尊
重
の
企
業
づ
く
り
』」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ようこそ
フレッシュ

マン！

合同入社式　集合写真

新入社員研修　グループ討論の様子

合同入社式　講演する有田氏

新入社員研修　32社63名が参加新入社員研修　特別企画「経営者と語ろう」

経営者も見守り役として、
討論に参加します
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一般社団法人福岡県中小企業家同友会

景況調査ダイジェスト（2018年1月～3月期）第104回

「底堅さ維持するも、利益DIは2期連続悪化。ますます深刻化する人材不足」

回答企業の概要

調 査 要 領 調 査 時
対 象 企 業
調査の方法

2018年3月2日～2018年3月23日
（一社）福岡県中小企業家同友会　全会員企業2,132社（3月時点）
会員専用サイト（一部FAX）にて配信、自計記入、回収

回  答  数
企 業 規 模

（従業員数）
企業の所在地

358社の回答（回答率16.8％）（製造業47社、建設業61社、商業流通業35社、サービス業215社、不明0社）
0～10名以下　　      212社    　11名～20名以下    57社    　21名～50名以下   44社
51名～100名以下       21社    　100名以上 　　　   24社    　不明　　　　　　    0社
福岡地区 255社    北九州地区 28社    筑豊地区 35社    県南地区 26社    県外 14社    不明 0社

室長談話
景況感の変わり目か？
このような時だからこそ、
景況調査から自社の課題を

読み解こう。

概　　況 業種・従業員規模・地域別の特徴

経営上の問題点

経営指針の作成と実践

経営指針書の検証について

業種別の経営上の問題点

全体的な特徴

　景況感DI（2018年1月～3月の状況）は前回の10.3から4.2ポイント悪化
して6.1となりました。全てのDIが悪化し、特に利益DIは11.9ポイントのマ
イナスでプラス域からマイナス域へ悪転しました。次期予想DIは前回の23.2
から6.7ポイントの悪化になりましたが、依然として高い数値を示しています。
　業種別の動向を見ると、製造業（消費財）と商業・流通業の悪転が目立ちま
した。最も回答割合の高いサービス業（対事業所）は利益DIが大幅に悪化し
プラス域からマイナス域へ悪転しました。しかし次期予想DIは上昇しており、
積極的な見解を示しています。
　経営上の問題点を業種別に見ると、製造業（生産財・消費財）と商業・流通業
では「税負担の圧迫」、建設業（建築・土木・設備）では「協力業者の確保難」、
サービス業（対事業所・対個人）では「原料・材料等の高騰」などが共通して挙
げられました。
　特設項目である「生産性革命の取り組み」では、全体の約7割が取り組みを
していないと回答しました。していると回答した企業の回答内容を見ると、付
加価値を高める取り組みや、ITの導入という内容が最も多く見られました。
　今回の調査では、全項目が前回よりも悪化しており景況感の冷え込みが懸
念されます。次期予想DIは二桁で底堅さを維持していますが、人材不足の課
題はますます深刻化しています。魅力ある企業づくりをめざし、採用・共育に
繋げていきたいところです。

業種別の動向　
　全体的にプラス域が目立ちますが、製造業（消費財）は前回の好転から悪転
し、次期予想DI以外の項目がマイナス域となっています。また、商業・流通業は
全ての指標が前回よりマイナス値となっています。建設業（建築・土木・設備）は
全体的に高い数値を示していますが土木は減少が目立ちます。サービス業（対
事業所）は前回よりもマイナス値が目立ちますが、特に利益DIが大幅に減少し、
悪転しています。次期予想DIは上昇しているため今後の動きに注目したいとこ
ろです。
規模別の動向
　全体的にプラス域が多くなっていますが、前回よりも減少している項目が目
立ちます。前回好転していた11～20名規模の企業は再度悪転しています。

　「人材獲得難」は8期連続で1位となりました。「従業員不足」は5.3ポイント
上昇し、人材に関する課題が上位を占めています。「取引先の減少」と「新規
参入の増加」も前回より上昇しています。回答した企業は20名以下の規模が
多くありました。

● 依然として人材獲得難がトップの課題に

本社地区別の動向
　福岡地区と北九州地区及び福岡県外ではプラス域が多くなっていますが、全
体的に見ると前回よりもマイナスの値が目立ちます。県南地区のみ次期予想DI
がプラス値で高い数値を示しています。

　問題点自由回答（抜粋） ●新規サービスを提供する余裕がない。それには人材が必要。●一軒当たりの売上高が低い傾向にある。●介護医療新制度改定によ
る収入減。●運送会社の運賃値上げが仕入にも納品にも大きく影響している。●人件費の値上げ。

　今回の調査では、「作成し実践している」と回答した企業は減少したが、
検証についての調査では定期的に検証した方が年に１回検証するよりも、景
況判断が「非常に良い」と回答した企業が多くなっています。

　経営指針書の作成と実践について、「実践している」と回答した企業と
「作成しているが実践できていない」と回答した企業を比較すると、実践し
ている企業の景況判断は悪い側が少なく、実践できていない企業は悪い側
が多くなっています。

全指標減退、利益DIはマイナス域へ
　全項目が減少しました。特に利益DIは大幅に減少し、マイナス域へ悪転して
います。次期予想DIは依然として高い数値を示しています。

項目 第103回 第104回 変動幅
景況感DI 10.3 6.1 4.2ポイ

ント悪化
売上高DI 14.2 7.3 6.9ポイ

ント悪化
利益DI 11.6 -0.3 11.9ポイ

ント悪化
新規受注DI 13.8 8.8 5.0ポイ

ント悪化
次期予想DI 23.2 16.5 6.7ポイ

ント悪化

No. 今期
景況判断 業種 本社

所在地 そのような結果の理由

1 非常に
良い

サ業
（対個人） 福岡 事業拡大のため

2 よい 製造業
（生産財） 福岡 電子部品業界活況の恩恵

3 よい 建設業
（建築） 福岡 福岡市近郊は建物が多くたっているから

4 よい 建設業
（建築） 福岡 建設特需の中で選別受注が出来ているからではな

いかと思います

5 よい 建設業
（設備） 県南 前年より受注が多かった。今年度は普通

6 普通 商業・
流通業 福岡 為替円高により

7 普通 商業・
流通業 福岡 法律や規制が強まり、広告を出しにくくなった

8 普通 サ業
（対個人） 筑豊 新規取引先が確保出来ていない

9 悪い サ業
（対事業） 福岡 スマホ・AIの普及

10 悪い サ業
（対個人） 筑豊

消費意欲の低下と人口の減少が大きな原因と考
えられます。弊社は商店街内に位置しており、人
通りが壊滅的な状況のために新規のお客様のご
来店がありません

経営指針書の作成と実践 第 103 回 第 104 回 構成比増減
No. カテゴリ 件数 （除不）％ 件数 （除不）％
1 作成し実践している 114 32.2 109 31.1 -1.1
2 作成しているが実践なし 87 24.6 88 25.1 0.5
3 作成に至っていない 136 38.4 139 39.7 1.3
4 作成する必要はない 17 4.8 14 4.0 -0.8

不明 1 8 0.0
サンプル数（％ベース） 355 354.0 358 350.0 -4.0

％ 全体 製造業
（生産財）

製造業
（消費財）

建設業
（建築）

建設業
（土木）

建設業
（設備）

商業・
流通業

サービス業
（対事務所）

サービス業
（対個人）

回答件数 353 22 25 34 8 19 35 127 83
人材獲得難 39.7 36.4 36.0 52.9 37.5 31.6 20.0 40.2 45.8
同業者間の価格競争激化 32.6 36.4 28.0 41.2 37.5 26.3 22.9 31.5 36.1
従業員不足 28.6 27.3 40.0 11.8 0.0 21.1 28.6 37.0 24.1
民間需要の停滞 16.4 22.7 24.0 8.8 25.0 10.5 37.1 13.4 12.0
熟練技術者の確保難 14.7 0.0 24.0 5.9 0.0 5.3 28.6 15.7 15.7
協力業者の確保難 14.7 27.3 20.0 32.4 87.5 21.1 2.9 10.2 6.0
仕入れ単価の上昇 14.4 18.2 0.0 52.9 25.0 31.6 8.6 10.2 6.0
原料・材料等の高騰 13.9 0.0 8.0 11.8 0.0 5.3 5.7 15.7 24.1
取引先の減少 13.3 22.7 40.0 14.7 37.5 15.8 14.3 2.4 15.7
税負担の圧迫 13.3 31.8 24.0 29.4 12.5 10.5 22.9 1.6 13.3
新規参入の増加 9.6 13.6 4.0 0.0 0.0 15.8 14.3 11.8 8.4
官公需の停滞 7.4 9.1 12.0 14.7 37.5 10.5 5.7 6.3 1.2
大企業進出による競争激化 6.2 9.1 4.0 2.9 12.5 15.8 11.4 7.1 1.2
事業資金の借り入れ難 5.9 9.1 12.0 5.9 25.0 5.3 2.9 3.1 7.2
販売先からの値下げ要請 5.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 8.7 4.8
仕入れ先からの値上げ要請 5.4 9.1 0.0 8.8 12.5 10.5 8.6 4.7 2.4
金利負担の増加 0.8 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 1.2
輸入品による圧迫 0.3 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 8.5 4.5 0.0 0.0 0.0 10.5 8.6 11.0 12.0

No. カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 毎月検証している 50 46.7 45.9
2 毎月ではないが検証している 43 40.2 39.4
3 年に１回は検証している 12 11.2 11.0
4 全く検証していない 2 1.9 1.8

不明 2 1.8
サンプルサイズ（n値） 109 107.0 100.0

・各業種別回答数に対するパーセント　・色付きセルは上位5項目

人材獲得難

102回割合（429件）

-10 0 10 20 30 40 50（％）

103回割合（352件） 104回割合（353件） 前回からの変動幅

同業者間の
価格競争激化

従業員不足

民間需要の
停滞

熟練技術者の
確保難

協力業者の
確保難

税負担の圧迫

新規参入の
増加

取引先の減少

原料・材料等の
高騰

官公需の停滞

仕入れ単価の
上昇

主な項目をグラフにしております

39.7

3.6

3.4

-0.9

-1.8

-1.2

1.1

-0.4

5.3

-0.9

1.4

-1.2

-1.4

28.6

32.6

16.4

14.7

7.4

13.9

13.3

14.7

14.4

9.6

13.3

生産性革命の取り組み

賃上げについて

　生産性革命については74%が「していない」という回答をしました。新
商品・新サービス開発など付加価値を高める取り組みのほか、IT導入に関
する回答が多く見られた。

　賃上げをすると回答した企業は過半数を超え、昨年と連続して賃上げす
ると回答した企業が44%でした。

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 している 81 23.5 22.6
2 いていない 264 76.5 73.7

不明 13 3.6
サンプル数（％ベース） 358 345.0 100.0

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 昨年と連続して賃上げ 157 44.7 43.9
2 今年のみ賃上げ 35 10.0 9.8
3 昨年したが今年はしない 33 9.4 9.2
4 昨年・今年もしない 53 15.1 14.8
5 わからない 73 20.8 20.4

不明 7 2.0
サンプル数（％ベース） 358 351.0 100.0

今年のみ賃上げ昨年したが
今年はしない

昨年と連続して
賃上げわからない

不明

昨年・今年も
しない

10％9％

44％
20％

2％

15％
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6 月 の 　 　 行事案内

中川　甚広 氏
山口　明子 氏
安永　浩之 氏
森　　勇馬 氏

株式会社ベストプラン　代表取締役　のおがた支部
ASAP動物病院　副院長　のおがた支部
やすなが企画有限会社　代表取締役　のおがた支部
直方駅前法律事務所　弁護士　のおがた支部

☎0949-26-8808ジ・エクセレントガーデン 直方市頓野4069-9

15 金 のおがた支部
6月例会

「同友会」と「のおがた支部」を知る会

「同友会を知る会」を開催することで、会員の皆様には同友会及びのおがた支部につい
て知識を深め、企業づくりに反映していただき、ゲストの皆様には会及び支部をよく知
りご理解いただき、ご入会いただくことを目的とします。

18：30～21：00

米・大豆・野菜・果物などを生産・加工卸・販売する中園氏。全国各地でお味噌作り・お
醤油作り講座も開催、TV・エアコン・電子レンジ・炊飯器などを持たない暮らし、おむつ
無し育児も実践されています。健康あっての経営をみんなで実践しましょう。

中園　由紀子 氏　キママクラブ　代表
都久志会館 福岡市中央区天神4-8-10

19 火 18：30～21：00 玄海支部
6月例会

健康と経営
☎092-741-3335

馬場　亮次 氏 馬場クリーニング　代表者　りょうちく支部

21 木 18：30～21：00 りょうちく支部
6月例会

地元復興のために必要なことは
☎0943-77-3131

日田市の山間部でクリーニング業を営まれている馬場氏は昨年7月の九州北部豪雨
で被災され、お店は浸水を免れましたが、地域は大きな被害を被りました。現在馬場氏
は復興に注力され、お店の運営は社員さんに任されています。被災体験より感じられ
たことをお話いただきます。

筑後川温泉 温泉旅館ふくせんか うきは市浮羽町古川1099-8
（フォーラム分科会報告プレ報告）

福岡同友会事務局 福岡市博多区吉塚本町9-15 -11F

新会員フォローアップセミナー
6月28日（木） 18：00～21：00

第147回

みんくる 久留米市六ツ門町３-１１くるめりあ六ツ門6階 ☎0942-30-9067

15 金 18：30～20：40 久留米支部
6月例会

高齢化している従業員、若い技術者が不足する中で、後継者として帰ってきた高木さ
ん。他社で数年働き、自社を見た時に会社がどうあるべきか。今、感じていることを率
直にお話しいただきます。若者は会社に何を求め、どうありたいのか。また会社はその
要望にどのような形で答え事業を継続していかなければならないのか。各社のさまざ
まな考えについて意見交換し今後の人材採用に役立てます。

若者よ、いざ弊社へ！！
高木　慎 氏 高木建設建材株式会社　後継者　久留米支部

ホテルニューガイア オームタガーデン　万葉の間
大牟田市旭町３-３-３
金川　俊一 氏 株式会社ビッグロード　代表取締役　東支部

13 水 18：30～22：00 大牟田支部
6月例会

同友会は、会員企業の様々な経営課題を会員同士が共に考え、共に学ぶことで解決し、
未来へ向けて成長発展する会社作りを目指し活動しています。経営者の仲間と助け合
い、学び合いましょう。まずは「同友会を知る会」にご参加ください｡きっと新しい何かを
掴めるはずです｡

人間魅力日々向上 （同友会を知る会）

☎0944-51-1111

たがわ情報センター 田川市番田町2-1
川畑　義行 氏 一般社団法人福岡県中小企業家同友会　専務理事

7 木 18：30～21：00 田川支部
6月例会

エネルギーシフトと言っても色んな考え方やアプローチがあると思います。色々な先
行事例や、取り組みを聞き、学ぶことによって我々の地域や企業において何が合うの
か、何ができるのかを考える機会とし、どんなことが起きても負けない企業、地域づく
りの足掛かりになることを目的とします。

エネルギーシフトで田川が変わる。
☎0947-49-3220

～今なぜ、エネルギーシフトなのか？～

コムシティ 北九州市八幡西区黒崎3-15-3
大野　仁 氏 株式会社大野　代表取締役　ひびき支部

19 火 18：30～21：00 北九州支部
6月例会

経営指針書・計画書の使い方の1つを学びます。

全ては笑顔のために
☎093-642-1441

畠中 五恵子 氏 有限会社畠中育雛場　代表取締役　飯塚支部
長谷川 　司 氏 飯塚市経済部産学振興課　課長

飯塚市役所２F多目的ホール 飯塚市新立岩5-5

18 月 18：30～21：00 飯塚支部
6月例会

本例会では我々、中小企業経営者が地域経済の主役として地域社会から何を求めら
れているのか、この地域を輝かせるためどう行動したらよいのか、飯塚市の産業振興
ビジョンを知り、中小企業振興基本条例の目的を達成するため私たちがやるべきこと
を学びたいと思います。

飯塚市中小企業振興条例の目的達成にむけて
☎0948-22-5500

～活気ある地域をつくるのは私たち～

～同友会は使わな損～
福岡ビル 福岡市中央区天神1-11-17 ☎092-716-8021
小栁　博隆 氏 株式会社福岡植木　専務取締役　西支部

21 木 18：30～21：00 西支部
6月例会

はじめて経営の奥深さと厳しさを実感した小栁氏は、「指針書の作成及び実践」「社内
勉強会」に取り組みます。その成果をお話しいただき、経営指針書の構造と、信念と理
念がいかに大事でイメージを上書きしていくか、同友会の活かし方についてお話いた
だきます！

経営指針でガッチリ！

ウィズ・ザ・スタイル 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900

今こそ人材採用のチャンス！
19 火 18：30～21：00 博多支部

6月例会

貞池　龍彦 氏　株式会社アビリティ・キュー　代表取締役　中央支部

～地域を担う、なくてはならない企業づくり～

福岡同友会が実施する景況調査の経営上の問題点のトップが人材獲得難、2番目に
従業員不足があげられています。雇用情勢を見ると県内の有効求人倍率も1.58と売
り手市場が続きます。人口減少、少子高齢社会において、これからも続く重要な経営課
題に私たちはどのような取り組みができるか学びます。

21 木 中央支部
6月例会18：30～21：00

新内　一秋 氏 株式会社筑紫工業　代表取締役　南支部
西鉄イン２階 福岡市中央区天神1-16-1 ☎092-712-5858

アクア博多 福岡市博多区中洲5-3-8 ☎092-733-1310
弁護士・林流　自社拡大の仕方

林　直輝 氏 輝翔法律事務所　所長　福博支部

18 月 18：00～20：20
福博支部
6月例会

林支部長が会社を「拡大」できた秘訣は何なのか、また「拡大」によって得られたものは
何なのかご報告いただく予定です。会社の「拡大」に繋がる経営とはどんなもので、そ
れに向けてどう行動していくのか、また「拡大」によって何を目指すべきなのか、皆さま
と一緒に考えたいと思っております。

～同友会の学びを社員と共に～
市場が縮小していく環境の中での自社の変化

コムシティ 北九州市八幡西区黒崎3-15-3 ☎093-641-9360
秋好　哲美 氏 KOHO株式会社　代表取締役社長　ひびき支部

21 木 18：30～21：00
ひびき支部
6月例会

林田　浩暢 氏 合資会社若竹屋酒造場　社長　りょうちく支部

21 木 18：30～21：00 有明支部
6月例会

今回は前回に引き続き「経営計画の立て方」第2弾として報告させていただきます。特
に組織構築の視点から社会心理学者ダグラス・マグレガーの理論を参考に、人を動か
すために経営者が知っておかなければならないこと、そして実行しなければならないこ
とについて報告させていただきます。

経営計画Part2　マクレガー、XY
しげちゃん会議室 柳川市三橋町下百町30-2 田中ビル 1F ☎0944-72-7722

事業承継計画表の作成

2018年度  事業承継塾

6月23日（土） 14：00～17：00
電気ビル共創館３Ｆ 福岡市中央区渡辺通2-1-82 ☎092-714-5743

昨今中小企業において、「事業承継」は大きな課題として取り上げられてい
ます。社長の「心意気」を伝え、企業の存在意義を受け継ぐことができるか。
今後中小企業が生き残るために、事業承継を学ぶことは大きな意義があり
ます。■ 受講料：2,000円

中村　高明 氏　株式会社紀之国屋　会長　のおがた支部
納富　誠一 氏　有限会社一柳　代表取締役社長

第1講

～１００年企業の承継と事業変遷～

販路開拓（仮）
福岡県中小企業振興センター301 福岡市博多区吉塚本町9-15 振興センター3F

26 火 FAST6月例会

吉井　栄子 氏 有限会社在宅介護お世話宅配便　代表取締役

18：30～21：00

☎092-686-1234

※東支部、南支部、筑紫支部、福友支部、青年支部、かすや支部、糸島支部の6月例会は、
　6月22日(金)の「福岡地区例会グループ長研修会」に振替となります。

6月憲章推進月間勉強会

メディアからも注目されている株式会社浜野製作所の浜野さんに、墨田
区で行政､大学、金融機関、そして小学生から大人まで地域の人々を自
然と巻き込み、仕事をつくり人を育て、ものづくりの魅力を発信されてい
る体験を報告していただきます。未来に向けて自社をどう変革させるか、
共に考えてみましょう。

下町 町工場の挑戦！
浜野　慶一 氏
株式会社浜野製作所　代表取締役

日時：6月12日（火） 14：30～18：00
会場：

～地域と共に歩む中小企業～

福岡県中小企業振興センター202会議室
福岡市博多区吉塚本町9-15　TEL：092-622-0011

福岡県中小企業振興センター2階
福岡市博多区吉塚本町9-15
☎092-622-0011

福岡地区例会グループ長研修会

福岡地区会では、2018年度活動方針に基づき、その支部例会づく
りの強化として、「グループ長研修会」を開催いたします。通常の支部
例会のように、体験報告とグループ討論を実施し、その中でグループ
討論の進め方、論議の内容などを振り返りながら、よりよいグループ
討論とグループ長の役割・進行の仕方などを学びます。

6月22日（金） 
18：00～21：10

田浦　通 氏　
株式会社シティーライン　
代表取締役　かすや支部

お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。お申し込み、お問合せは、e.doyu もしくは、同友会事務局までお願いします。

NBS会議室 福岡市博多区奈良屋町5-10

26 火 国際交流委員会
6月委員会18：30～21：30

☎092-263-8833
※6月国際交流委員会は委員会のみ開催の予定です

福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15-11階
☎092-686-1234

経営指針作成 日帰り2daysセミナー

本セミナーは、2泊3日セミナーへの参加が難しい会員の方々に対し、
少しでも経営指針成文化の助けになるようにと企画されたものです。
■参加費：2万円　定員：20名
■参加資格：あすなろ塾受講済であること（同友会会員）
　『粗利（売上総利益）』、『経常利益』の意味がわかる方
■申込締切：6月10日
■各日18時まで自習時間を設けます。
■お申込み・お問い合わせは TEL 092-686-1234 もしくは
　メール  r_morimoto@fukuoka.doyu.jp  
　（同友会事務局 森元）まで

6月25日（月）・26日（火） 
各日9:00～16:00

（東京同友会）
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福岡同友会

取締役統括部長　木原 教孝氏（東支部）より主旨説明
　「人はなぜ仕事をするのでしょうか。それは幸せになるためです。そのた
めに欠かせないものがあります。それは自分自身の努力、家族・先生・友人、
そして職場とその仲間たちです。今日は2人の成長を祝福する場をご用意さ
せていただきました」

代表取締役　田浦　通氏（福岡同友会代表理事・かすや支部）

　「35年前『一度きりの人生を懸けても惜しくない企業づくり』を創業理念と
し起業しました。そして『成長を図り顧客に役立ち豊かな人生を実現しましょ
う』を経営理念としています。毎年、経営計画書を社員とともに作成し、理念・
ビジョン、そして待遇や教育制度について明確にして、進んでおります。2人
の成長を祝うとともに今後のますますの活躍に期待します」

田浦社長より髙石・阪口両名に『認定証明書』が授与されました。
　それぞれに先輩社員からお祝いの言葉が贈られ、感謝と決意の言葉が続
きます。
髙石さん：一つひとつ成長していくことを意識していきます。
阪口さん：任されていることを誇りにがんばっていきます。

式には家族や特別支援学校の先生、同友会会員も祝福に参加しました。
　33期生（1年先輩）のお祝いの言葉や35期生（今年度入社）が紹介されました。
懇親会では、成長の記録ビデオが上映され、参加者の感動の涙を誘いました。

認定書を受け取る
阪口さん

認定書を受け取った
髙石さん

先輩から成長した様子が報告されました

木原 教孝さん

式典後の記念撮影

田浦 通さん

Voice会員からの投稿

文　菅原海事事務所 菅原    弘 （ 東 支 部 ）
写真　株式会社ココスイメージ 富谷 正弘（玄海支部）

株式会社まきもと 向日葵グループ　牧本 貴宏
（バリアフリー委員長／博多支部）

株式会社シティーライン『成長認定式』

田浦社長にインタビュー！！
                                      　「じつは、3年前の新入社員が入社3カ月
でそろって辞めていきました。ショックでしたね。いま考えると繁忙期で即、
現場で働かせていたのです。やはり研修などを経て育てていかなければ
いけないと痛感しました。幸せになるため、社会に貢献するために、社員
が成長していることを認め、期待していることを表したいという思いで、
昨年から開催しました」

成長認定式に参加して

成長認定式の様子

　4月14日（土）、株式会社シティーラインさんの成長認定式
に参加させていただきました。昨年、福岡県内の特別支援
学校を卒業された障がい者の方2名が主役です。お二人の
保護者の方々や、特別支援学校の先生たちの参加もありま
した。田浦社長より、創業の理念や経営理念の説明の後、
ビデオ上映や恒例の寸劇等もあり、大盛況に行われました。
学生時代からお二人をよく知っている先生たちと話す中、卒
業して1年間でここまで成長した姿に感激しながら、人が成
長していく社風を感じ取ることができました。次期はこのお
二人が先輩社員となり後輩を迎える立場となります。さらに
成長していく姿を楽しみにします。


